
静岡市長に防衛白書を説明

「あらいじゃん」で航空自衛隊とともに広報活動

伊東高校城ヶ崎分校で卒業生が進路講演

い
る
も
の
で
、
防
衛
省
の
各
種
施
策
や
活
動
に
つ
い
て
理
解
を

こ
の
説
明
は
、
平
成
１
１
年
か
ら
県
内
３
７
の
件
及
び
市
町

て
わ
か
り
や
す
く
資
料
を
提
示
し
な
が
ら
説
明
し
た
。

智
文
隆
技
官
に
よ
る
静
岡
市
長
・
田
辺
信
宏
氏
に
対
す
る
「
平

局
長
及
び
危
機
管
理
統
括
監
が
参
加
し
、
越
智
次
長
は
我
が
国

組
織
的
募
集
基
盤
の
拡
充
に
努
め
て
い
く
。

は
最
近
の
募
集
活
動
の
現
状
説
明
と
市
側
の
更
な
る
協
力
を
依

的
で
毎
年
実
施
し
て
い
る
。

隊
板
妻
駐
屯
地
（
御
殿
場
市
）
か
ら
第
３
４
普
通
科
連
隊
長
・

重
迫
中
隊
長
・
加
藤
進
也
１
等
陸
尉
が
同
席
し
、
静
岡
市
と
の

静
岡
地
本
は
、
今
後
も
各
自
治
体
や
防
衛
省
各
機
関
と
の
関

に
対
し
南
関
東
防
衛
局
及
び
静
岡
地
本
長
が
協
力
し
て
行
っ
て

成
２
８
年
版
防
衛
白
書
説
明
」
を
支
援
し
た
。

を
取
り
巻
く
安
全
保
障
環
境
や
防
衛
省
の
各
種
施
策
等
に
つ
い

佐
）
は
、
１
０
月
２
１
日
（
金
）、
南
関
東
防
衛
局
次
長
・
越

当
日
は
、
静
岡
市
役
所
に
お
い
て
、
市
側
か
ら
市
長
、
総
務

係
強
化
を
図
り
、
防
衛
省
・
自
衛
隊
の
活
動
へ
の
理
解
促
進
と

更
な
る
連
携
強
化
を
確
認
す
る
と
と
も
に
、
静
岡
地
本
長
か
ら

深
め
て
も
ら
う
と
と
も
に
、
今
後
一
層
の
連
携
強
化
を
図
る
目

ま
た
、
県
内
の
一
般
災
害
時
派
遣
の
任
務
に
就
く
陸
上
自
衛

山
之
内
竜
二
１
等
陸
佐
と
、
静
岡
市
防
災
担
当
部
隊
の
同
連
隊

頼
し
た
。

自
衛
隊
静
岡
地
方
協
力
本
部
（
本
部
長
・
根
本
博
之
１
等
陸

地
域
の
子
ど
も
達
に
よ
る
吹
奏
楽
の
演
奏
披
露
や
ハ
ロ
ウ
ィ
ン

携
し
広
報
活
動
を
行
っ
た
。

車
両
の
展
示
を
行
い
、
車
両

で
開
催
さ
れ
た
「
あ
ら
い
じ
ゃ
ん
（
新
居
町
産
業
ま
つ
り
）」

自
衛
隊
の
装
備
等
を
写
し
た
缶
バ
ッ
ジ
作
り
や
ミ
ニ
迷
彩
服
と

高
さ
を
伺
わ
せ
た
。

な
る
戦
闘
糧
食
等
を
展
示
し

通
じ
て
将
来
自
衛
隊
を
目
指

多
く
の
来
場
者
が
訪
れ
た
。

ま
た
、
４
月
に
発
災
し
た

活
動
の
写
真
パ
ネ
ル
や
災
害

地
域
と
の
連
携
を
強
化
し
、

に
は
、
多
く
の
来
場
者
が
足

る
理
解
促
進
や
周
知
に
努
め

同
イ
ベ
ン
ト
は
新
居
町
商
工
会
が
主
催
し
て
お
り
、
当
日
は

に
お
い
て
航
空
自
衛
隊
浜
松
基
地
第
１
航
空
団
の
広
報
班
と
連

空
自
ミ
ニ
制
服
の
試
着
体
験
、

佐
）
は
、
１
０
月
２
３
日
（
日
）、
新
居
文
化
公
園
（
新
居
町
）

自
衛
隊
は
公
園
前
の
歩
行
者
天
国
に
広
報
ブ
ー
ス
を
設
置
し
、

を
止
め
、
防
災
へ
の
関
心
の

派
遣
時
等
に
隊
員
の
食
事
と

イ
ベ
ン
ト
等
の
広
報
活
動
を

に
ち
な
ん
だ
仮
装
イ
ベ
ン
ト
等
が
行
わ
れ
、
１
万
人
を
超
え
る

を
み
せ
た
。

熊
本
地
震
に
係
る
災
害
派
遣

て
い
く
。

静
岡
地
本
は
、
引
き
続
き

た
「
防
災
展
示
コ
ー
ナ
ー
」

す
若
者
等
に
自
衛
隊
に
対
す

自
衛
隊
静
岡
地
方
協
力
本
部
（
本
部
長
・
根
本
博
之
１
等
陸

官
の
魅
力
」
と
「
自
衛
隊
の
仕
事
内
容
」
に
つ
い
て
在
校
生

２
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
隊
（
北
宇
都
宮
駐
屯
地
）
に
所
属
す
る
山

の
、
徐
々
に
普
段
の
口
調
に
な
り
「
な
ぜ
自
分
は
自
衛
官
を

校
に
お
い
て
「
卒
業
生
に
よ
る
進
路
講
演
会
」
を
行
っ
た
。

に
そ
れ
ぞ
れ
の
職
業
や
各
学
校
の
魅
力
を
伝
え
た
。

隊
の
姿
に
つ
い
て
、
生
徒
た
ち
も
今
後
の
進
路
の
参
考
に
し

違
う
厳
し
い
部
分
も
多
く
あ
っ
た
。
だ
か
ら
こ
そ
、
実
際
の

自
衛
隊
に
対
す
る
興
味
や
関
心
を
高
め
、
意
欲
あ
る
人
材
の

当
日
は
自
衛
隊
の
他
、
さ
ま
ざ
ま
な
職
業
の
社
会
人
、
専

達
成
感
」
そ
し
て
「
航
空
科
で
整
備
員
と
し
て
歩
み
だ
し
た

遣
で
活
躍
し
て
多
く
の
人
を
助
け
た
い
、
と
い
う
思
い
だ
け

静
岡
地
本
は
、
今
後
も
各
学
校
と
の
連
携
強
化
を
図
り
、

を
い
た
だ
け
て
素
直
に
嬉
し
い
」
と
話
し
て
い
た
。

口
大
樹
２
等
陸
士
が
、
学
校
側
か
ら
の
依
頼
を
受
け
「
自
衛

今
春
同
校
を
卒
業
後
に
自
衛
隊
へ
入
隊
し
、
現
在
は
第
１

山
口
２
士
は
、
最
初
は
緊
張
し
た
面
持
ち
で
あ
っ
た
も
の

陸
佐
）
は
、
１
０
月
２
８
日
（
金
）、
伊
東
高
校
城
ヶ
崎
分

門
学
校
生
、
大
学
生
が
参
加
し
、
５
回
に
分
け
て
全
校
生
徒

現
役
自
衛
官
で
あ
り
、
か
つ
先
輩
が
伝
え
る
実
際
の
自
衛

で
入
隊
し
た
が
、
実
際
に
入
隊
し
て
み
る
と
イ
メ
ー
ジ
と
は

学
生
に
直
接
体
験
談
等
を
話
せ
る
機
会
を
積
極
的
に
設
け
て

約
１
０
０
名
に
対
し
て
講
演
を
行
っ
た
。

志
願
し
た
の
か
」「
前
期
教
育
の
思
い
出
や
修
業
し
た
時
の

体
験
談
」
を
熱
心
に
語
り
、「
自
分
は
当
初
漠
然
と
災
害
派

よ
う
と
大
変
興
味
深
い
様
子
で
聴
講
し
て
い
た
。

経
験
を
も
と
に
自
衛
隊
の
魅
力
を
直
接
後
輩
に
伝
え
る
機
会

確
保
に
邁
進
し
て
い
く
。

自
衛
隊
静
岡
地
方
協
力
本
部
（
本
部
長
・
根
本
博
之
１
等

を
背
景
に
記
念
撮
影
を
す
る

家
族
連
れ
で
大
変
な
賑
わ
い

小
型
ト
ラ
ッ
ク
等
の
自
衛
隊


